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(2) 

はじめに 

◆ このマニュアルの位置づけ 

操作マニュアル（応用編）は，（基本編）をご一読頂いた上で，より細かい規格票の様式に沿ったレ

イアウトに整えるためのマニュアルです。 

※このマニュアルで示す操作画面は，Word2016 のものです。 

◆ モードについて

1 一般モード・版下モード 

JDT2023 では，細かいレイ

アウトの設定はできませんが，

簡易に操作が可能な「一般モ

ード」と，版下用の細かいレ

イアウトの設定が可能な「版

下モード」が用意されていま

す。 

2 文字修飾保持モード・通常モ

ード 

JDT2023 では，下線・上付

き・下付き等，文字修飾が施

されている箇所にスタイルを

設定し直しても，文字修飾が

解除されないように，文字修

飾保持モードが用意されてい

ます。文字修飾の有無によっ

て使い分けてください。 

※インストール時は，「一般モー

ド」で「通常モード」に設定

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a) 通常モード（インストール時） 

速い動作でスタイル設定が可能ですが，下線・側線・上付き・下付き等の文字修飾が施されている箇

所に，変換機能・スタイル設定機能を用いると，文字修飾が解除される場合があります。文字修飾が施

されている箇所のスタイル付けは，文字修飾保持モードで設定してください。 

b) 文字修飾保持モード 

変換機能・スタイル設定機能を用いた場合でも，文字修飾が解除されない仕様になっています。1 文

字ずつ文字の情報を確認しているため，通常モードに比べて，動作が遅くなります 
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1 書誌情報・定型情報の変更 

新規規格類作成の際に，「書誌情報」，「定型情報」の画面の入力を行った後，文書が展開されますが，

これらの画面の内容を後から変更したい場合は，次の操作によります。 

 

a) 書誌情報の変更 

1)   [ そ の 他 ]→[ 文 書 構

成]→[書誌情報変更]を選択

してください。 

 

 

 

 

 

 

2) 書誌情報変更(JIS)のダイ

アログが表示されますので，

規格番号・規格名称（日本

語）・規格名称（英語）など

を変更します。 

 

3) 文章の変更ボタンを押し

ます。 

 

 

4) 本文のタイトルブロック

が変更されます。 
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b) 定型情報の変更 

1)   [ そ の 他 ]→[ 文 書 構

成]→[定型情報変更]を選択

します。 

 

 

 

 

 

 

2) 定型情報変更のダイアロ

グが表示されますので，該

当する項目を変更します。 

 

3) 文章の変更ボタンを押し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) まえがき，及び本文に変

更した定型情報に沿って，

新しい定型文が黒字で挿入

されます。 

変更前に入力されていた文

章は，挿入された文書の後

に緑色の文字で残されます。

必要がなければ削除してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

※ここでは，改正→制定，対応国際規格なし→あり（IDT）に変

更しました。 
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2 定型文挿入 

まえがき，本文（序文，適用範囲，引用規格，用語及び定義）に記載する内容には JIS Z 8301:2019

で定められている内容を記載する必要があります。これらは新規に規格票を作成する場合，「定型情報」

画面での指示により JIS Z 8301:2019 に沿った定型文が規格票に展開されます。規格票を編集する中で

定型文を修正する必要が発生した場合は，「定型情報変更」機能を利用し定型文を再設定する事ができ

ます。これらは JDT2018 以前のツールで既に提供されている機能です。 

JDT2019 では，新たに「定型文挿入」機能を追加しています。この機能は部分的な定型文を追加及

び変更する必要がある場合を利用目的とした機能としています。その為，規格票の決まった位置にカ

ーソルを移動し，その場所に設定する事が可能な定型情報を挿入する方法で定型文を追加する仕様と

しています。 

挿入可能な定型文の種類は以下の通りです。 

まえがき 

まえがきの定型文 

著作権の定型文 

部編成の定型文 

本文 

序文～適用範囲の定型文 

引用規格の定型文 

用語及び定義の定型文 

 

起動方法 

a) 文中のカーソルを，定型文

を挿入する位置へ移動します。 

b) リボンの「定型文挿入」よ

り該当のメニューを起動しま

す。 

※ 移動したカーソル位置と

「定型文挿入」より起動され

た組合せが正しく無いとエラ

ーメッセージが表示されます。

組合せを確認してください。 
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◆まえがきの『まえがきの定型

文』の操作方法 

1) 文中のカーソルを該当位

置に移動。 

2) 「定型文挿入」－「まえ

がき」－「まえがきの定型

文」を起動。 

3) 「定型情報」画面で定型

情報を指示し「文書の挿入」

ボタンを押下。 

※「制定/改正」，「制定/改

正の経緯」に関わる項目

のみ活性化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 「定型情報」画面で指示

された定型文が展開されま

す。 

 

 

 

 

※カーソルを「まえがき」の次行に移動する必要があります。 

 

 

 

 

※挿入された定型文の最終行に『===== 以下に挿入前の内容が

残っていますので，不要な部分は削除してください。=====』

と展開されますので，この段落を削除し，規格票より不要な部

分を削除してください。 
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◆まえがきの『著作権の定型文』

の操作方法 

1) 文中のカーソルを該当位

置に移動。 

2) 「定型文挿入」－「まえ

がき」－「著作権の定型文」

を起動。 

3) 「定型情報」画面で定型

情報を指示し「文書の挿入」

ボタンを押下。 

※「特許権などに関する記

載」項目のみ活性化され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 「定型情報」画面で指示

された定型文が展開されま

す。 

 

 

 

※カーソルを「まえがき段落」の次行に移動する必要があります。 
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◆まえがきの『部編成の定型文』

の操作方法 

1) 文中のカーソルを該当位

置に移動。 

2) 「定型文挿入」－「まえ

がき」－「部編成の定型文」

を起動。 

3) 「定型情報」画面で定型

情報を指示し「文書の挿入」

ボタンを押下。 

※「部編成あり」，「部編成

管理」項目のみ活性化さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 「定型情報」画面で指示

された定型文が展開されま

す。 

 

 

※カーソルを「まえがき段落」の次行に移動する必要があります。 
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◆本文の『序文～適用範囲の定

型文』の操作方法 

1) 文中のカーソルを該当位

置に移動。 

2) 「定型文挿入」－「本文」

－「序文～適用範囲の定型

文」を起動。 

3) 「定型情報」画面で定型

情報を指示し「文書の挿入」

ボタンを押下。 

※「対応国際規格あり」，「国

際規格番号入力」，「詳細」

項目のみ活性化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 「定型情報」画面で指示

された定型文が展開されま

す。 

 

 

 

 

※カーソルを「本文タイトルブロック」の次行に移動する必要があ

ります。 

 

 

 

※定型文と併せて対応国際規格の情報も同時に展開されます。 
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◆本文の『引用規格の定型文』

の操作方法 

 

1) 文中のカーソルを該当位

置に移動。 

2) 「定型文挿入」－「本文」

－「引用規格の定型文」を

起動。 

3) 「定型情報」画面で定型

情報を指示し「文書の挿入」

ボタンを押下。 

※「引用規格あり」，「引用

規格入力」項目のみ活性

化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 「定型情報」画面で指示

された定型文が展開されま

す。 

 

 

 

 

 

※カーソルを「引用規格」（箇条１）の次行に移動する必要がありま

す。 

 

 

 

 

※引用規格の定型文と併せて引用規格の情報も同時に展開されます。 
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◆本文の『用語及び定義の定型

文』の操作方法 

 

1) 文中のカーソルを該当位

置に移動。 

2) 「定型文挿入」－「本文」

－「用語及び定義の定型文」

を起動。 

3) 「定型情報」画面で定型

情報を指示し「文書の挿入」

ボタンを押下。 

※「用語及び定義あり」項

目のみ活性化されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 「定型情報」画面で指示

された定型文が展開されま

す。 

 

 

 

※カーソルを「用語及び定義」（箇条１）の次行に移動する必要があ

ります。 
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3 注記・注・例

3.1 注番号 

a) 注記・注・例の字下げ 

注記・注・例は，それらを

発生させる場所によって，

次の規則に従います。 

箇条・細分箇条の下（1，

1.1･･･や A.1，A.1.1･･･など）

→2 字下げ 

細別［レベル 1：a)，b)･･･

など］の下→3 字下げ，細

別［レベル 2：1)，2)･･･な

ど］の下→4 字下げ 

 

※上記のそれぞれの注記・

注・例の中に，さらに注記・

注・例がある場合は，上記

の字下げの数プラス 2 字下

げとなります。 

 

 

例）箇条「1 適用範囲」に対

する“注 1)”に対する“例”

＝4 字下げ 
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b) 注記・注・例の入力 

例 1.）箇条「1 適用範囲」

の下に“注 1)”を作成する

場合［“例”，“注記”を作成

する際も，基本的な操作は

同じです。］ 

 

1) 注を発生させたい場所に

カ ー ソ ル を 置 き ， [ 段

落]→[注記・注・例]→[箇条

の下]→[2字下げ]→[□□イ

ンデント]を選択します。 

 

 

 

 

 

2) カーソルを所定の位置に

移動した後，“注”の文字及

び“半角”で注番号を入力

します。注に続く文章を入

力する場合は，注番号の後

ろにカーソルを移動し，

TAB キーを押して入力し

ます。 

なお，注番号は入力後，[文

字スタイル]→ などに

よって“上付き文字”に設

定します。 
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3) 注に続く文章の“段落”

を設定する場合は，カーソ

ルを所定の位置に移動させ，

[段落] →[注記・注・例]→

[箇条の下]→[1 字下げ]→

[□□□インデント 1 段落]

を選択します。 

 

※入力の規則につきましては，

“JIS Z 8301（規格票の様

式及び作成方法）”及び“JIS

原案作成のための手引”を

参照してください。 
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例 2.）細別「a)」の下の“注

1)”に対する“例”を作成す

る場合 

 

※この場合“注 1)”は 3 字下

げ，“例”は 5 字下げとなり

ます。 

 

1) “例”を発生させたい場

所にカーソルを置き，[段

落] →[注記・注・例]→[細

別の下]→[5字下げ]→[□□

□□□インデント]を選択

します。 

 

 

2)カーソルが所定の位置に移

動した後，“例”の文字（番

号がある場合は“半角”で

例番号を入力）を入力しま

す。例に続く文章を入力す

る場合は，例番号の後ろに

カーソルを移動し，TAB キ

ーを押して入力します。 

 

 

 

 

 

3) 例に続く文章の“段落”

を設定する場合は，カーソ

ルを所定の位置に移動させ，

[段落] →[注記・注・例]→

[細別の下]→[5 字下げ]→

[□□□□□□□インデン

ト 4 段落]を選択します。 
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4 対応国際規格から変更した箇所にマークする（下線/側線の設定）

a) 下線の設定 

1) 対応国際規格から変更した

部分を範囲選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

2) [その他] →[下線/側線]→

[点線の下線]を選択します 

 

 

 

 

 

 

 

3) 選択した場所に点線が設定

されます。 

点線の下線を解除したい場

合は，同じ操作を繰り返し

てください。 
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b) 側線の設定 

1) 下線設定時と同様に，側線

を設定したい部分を範囲選

択し，[その他] →[下線/側

線]→[側線]→[設定]を選択

します。 

 

 

 

 

 

2) 選択した場所に側線が設定

されます。 

 

側線を解除する場合は，解

除する箇所を選択後，[その

他] →[下線/側線]→[側線]

→[解除]を選択します。 

 

※図・表に側線を設定する場

合は，この機能を用いては，

設定できないので，Word

の描画オブジェクト（直線）

を使って設定してください。 

 

※下線・側線の装飾を施した

文章にさらにスタイルを適

用すると，文字の装飾が解

除されてしまう場合があり

ますのでご注意ください。 

下線の場合は文字装飾保持

モードで，作業すれば，文

字の装飾の解除を防止でき

ます。 
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5 強調・強調解除がされない場合の対処方法 

複数の書式が重複して設定されていると，強調・強調解除が正しく動作しない場合があります。 

その場合は，一度，書式をクリアしてから，正しいスタイルを設定し直してください。 

 

1) うまく動作しない文字を

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

2) ★JDT ホームタブの[文字

スタイル]から， 「書

式のクリア」を選択し，書

式をクリアします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 書式が「標準」と表示さ

れます。 

正しいスタイルを再び，設

定し直してください。 
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6 「試薬その他の物質・材料」の対処方法 

「試薬その他の物質・材料」は例外的なレイアウトで構成されています。 

JDT2023 上では，次のように対応してください。 

 

＜例＞ 

3 試薬 

3.1 「洗浄媒体 ・・・・」 

を入力する場合， 

「試薬その他の物質・材料」

のレイアウトは右のように

なります。 

 

1) 「3 試薬」の部分は，通

常通り，「箇条」のスタイル

を当て，改行し，説明には，

「段落」スタイルを設定し

てください。 

 

 

 

 

2) 「3.1 洗浄媒体 ･･･」は，

細別のスタイルを当ててく

ださい。 

※見た目は細分箇条ですが，

細別を当ててください。 

（基礎編 第 3 章 4 細別を参

照） 

「3.1 洗浄媒体」と入力しま

す。 

 

 

 

3) 「3.1 洗浄媒体」の部分の

みに「強調」スタイルを当

ててください。 

（基礎編第 3章 5強調を参照） 

 

※「試薬その他の物質・材料」

のレイアウトについての詳しい説明は，JIS Z 8301 をご参照く

ださい。 
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a) 
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7 図

a) 図の貼りこみ 

図を貼り込む場合は，まず，

“図エリア”を作成します。 

 

※図エリアを利用して図を貼

り込んだ場合，貼り込んだ

図が原案作成中に意図せず

移動・消失してしまう不具

合をある程度避けることが

できます。 

1) 図を貼り込みたい場所に

カーソルを置きます。 

 

2) [図表]→[図]→[図作成]→

[図ｴﾘｱ作成]を選択します。 

 

3) “図の作成指示”ダイアロ

グが出ます。 

図に単位のある数値の表示

を含む場合，“単位あり”の

チェックはそのままで，な

い場合はチェックをはずし

て[作成]を選択します。 

 

4) 図エリアが生成されます。

（単位行の単位は実際のも

のに手動で直します。） 

 

5) 図エリアの中の四角を選

択します。 
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6) 四角を選択状態のまま，

[図表]→[図]→[図作成]→

[図取込]から，（あらかじめ，

作成・保存しておいた）図

のファイルを選択して貼り

込むか，[クリップボード]

→[貼り付け]を選択し，「形

式を選択して貼り付け」ダ

イアログから“図”を選択

し，“貼り付け”にチェック

した状態で[OK]を選択し

て貼り付けます。 

 

 

 

 

b) 図の標題 

図の標題は，貼り付けた図（図

エリア）の下の行に手動で，

“図 3－××××”などと入

力し，その行に対して，[図]

→[◇図題◇]で段落を設定し

ます。 

 

 

 

 

c) 図に関する注・注記など図に

関する注・注記などの説明が

つく場合，図エリアの直下の

行（図題の行）にカーソルを

置き，[図表] →[図]→[図作成]

→[図説明ｴﾘｱ作成]を選択す

ると，図の説明を記述するた

めの領域が作成されます。（こ

の領域内に図に関する注・注

記などは記述します。） 
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d) 図の単位 

図エリア作成の際，単位を付

けなかったものの，後から必

要になった場合，図エリア内

にカーソルを置いて，[図表]

→[図]→[図作成]→[単位追加]

で，単位の行を追加できます。

（単位行の単位は実際のもの

に手動で直します。） 

e) 図エリア作成機能を使用せ

ずに図を貼り込む場合 

既にあるデータを利用して原

案作成する場合や，Word の操

作を熟知していて，テンプレ

ート機能（図エリア作成）を

利用するのがわずらわしい場

合などは，図エリア作成を使

用せずに図を貼り込んでいた

だいても，特に問題ありませ

ん。 

ただし，その場合も，図を貼

り付ける際は，[クリップボー

ド]→[貼り付け]を選択し，[形

式を選択して貼り付け]の“図”

で貼り付け，単位行は，[図表]

→[図]→[単位]で，標題は[図

表]→[図]→[◇図本体◇]で，

書式を設定するようにしてく

ださい。 

f) 図のファイルに関する注意

事項 

図は 300dpi～600dpi の白黒 2

値の Tiff 形式か，白黒 2 値の

Eps 形式で作成したものを使

用するようにしてください。

グレースケール及びカラーの

図は，特に必要があると認め

られた場合のみ利用してくだ

さい。 
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8 表

a) 表の作成 

表の作成は，通常の Word 機

能で作成していただいてかま

いません。（Excel の表をコピ

ー貼り付けすることも問題あ

りません。）JDT2023 メニュー

を使用する場合は，[図表]→

[表]→[表作成]→[表作成]を選

択し，「表の作成指示」ダイア

ログで，行数・列数を指定，

単位のあり・なしを選択し，

[作成]を選択することで，カ

ーソル位置に，空の表を作成

することも可能です。 

 

 

 

b) 表の説明エリア表に関する

注・注記などを記述する必要

がある場合，表の直下の行に

カーソルを置き，[図表]→[表]

→[表作成]→[表説明エリア作

成]を選択すると，説明エリア

が追加されます。（この領域内

に表に関する注・注記などは

記述します。） 
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c) 表の単位 

表中の数値全体に対する単位

は，表の最上部（表題の直下）

に表示することになっていま

すが，a)の表作成時に「単位

あり」を選択しなかった場合

もしくは，JDT の機能を使用

せずに表を作成した場合は，

表中にカーソルを置いた状態

で，[図表]→[表]→[表作成]→

[単位追加]を選択，「単位の挿

入確認」ダイアログで[OK]を

選択することによって，単位

表示行が追加されます。この

とき，単位として，●●が表

示されますので，適切なもの

に差し替えてください。 

 

※罫線表を使用していない場

合，表の上の行に[図表]→

[表]→[単位]を選択して書

式のみ設定することもでき

ます。 

 

 

 

d) 表題 

表題は，表のすぐ上の行に“表

1－×××××”のように手

動で記載し，その行を選択し

た状態で，[表]→[◇表題◇]を

選択して段落を設定します。 
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9 数式の挿入 

数式エディター(3.0)の利用を中止し，Office2007 以降に追加された新しい数式エディターを利用するよ

うに機能を変更しています。 

 

a) 数式行の挿入 

1) 数式を挿入したい場所に

カーソルを置きます。 

[段落]→[数式]→[数式作成]

→[数式行の挿入]を選択し

ます。 

選択範囲が「数式」スタイ

ルに設定され，数式ツール 

デザイン（リボン）が自動

で展開されます。 

 

2) 数式ツール デザイン（リ

ボン）を利用し数式を入力

します。 

 

3) Tab キーを押し，数式番

号を入力します。 

 

4) Enter キーを押します。 

 

5)  [段落]→[数式] →[数式

作成]→[“ここで”とその

エリア_作成]を選択します。 

 

 

 

 

6) 表と「ここで：」が発生

します。 
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b) 数式の挿入段落途中に数式

のみを挿入したい場合は， 

[段落]→[数式]→[数式作成]→

[数式の挿入]を選択してくだ

さい。 

 

 

 

 

※数式を変更する場合は，数

式編集領域を選択すると数

式ツール デザイン（リボン）

が自動で展開されますが，

リボンの表示内容は切り替

わらないので，手動で切り

替えて数式を編集してくだ

さい。 
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10 白紙横向きページ・ひな形の挿入方法 

a) A4 白紙横ページ 

1) 白紙横ページを挿入した

いページの前のページの最

後にカーソルを合わせます。 

[その他]→[ひな形文書]→

[A4 横長用用紙]を選択し

てください。 

 

 

2) 「ひな形文書挿入」の画

面が表示されます。 

「A4 横白紙ひな形.docx」

を選択し，[OK]ボタンを押

します。 

 

 

 

 

 

 

 

3) A4 白紙横ページが挿入

されます。 

 

 

※白紙横ページはひな形とし

て，A4 の他，A3 横ページ

もあります。 
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b) 用語の表の挿入 

1) 用語の表を挿入したい部

分にカーソルを合わせます。 

[その他]→[ひな形文書]→

[A4 縦長用用紙]を選択し

てください。 

 

 

2) 「ひな形文書挿入」の画

面が表示されます。 

「用語.docx」を選択し，

[OK]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3) 表が挿入されます。 

 

※なお，JDT2023 で用意され

ているひな形は以下の通り

です。 

＜A4 縦長＞ 

・JIS と国際規格との対比表 

・参考文献 

・用語 

・用語索引 

＜A4 横長＞ 

・A4 横白紙ひな形 

・旧)JIS と国際規格との対比

表 

＜A3 横長＞ 

・A3 横白紙ひな形 
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11 参考文献 

参考文献は，題名のレイアウトが挿入できます。 

 

1) 参考文献を挿入する場所

にカーソルをあわせます。

[その他]→[引用/参考文献/

対応国際規格]→[参考文献

（作成のみ）]を選択してく

ださい。 

 

2) 横線及び「参考文献」と

いう文字・タブが発生しま

すので，参考文献を入力し

てください。 

 

※文末の脚注とは別の参考文

献は「ひな形」で提供して

います。 
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12 解説の変更 

ここでは，作成した解説の書誌情報を後から変更する方法について説明します。 

 

1) 書誌情報を変更する解説

ファイルを開き，[その他]

→[文書構成]→[解説変更]

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

2) 「解説変更」のダイアロ

グが表示されますので，番

号・西暦年・規格名称（日

本語）・一致の対応国際規格

などを変更します。 

 

3) [文章の変更]ボタンを押

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 解説のタイトルブロック

が変更されます。 

この時，規格番号・西暦年・

一致の対応国際規格を変更

した場合には，ヘッダ・フ

ッタも自動的に修正されま

す。 
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13 索引の作成と変更 

ここでは，索引の作り方及び作成した索引の書誌情報を後から変更する方法について説明します。 

a) 索引の作成  

1) 本体ファイルを開いた状

態で， [ファイルメニュ

ー]→[作成及び開く(JDT)]

→[索引作成]を選択します。 

 

 

 

2) 「索引作成」のダイアロ

グが表示されます。 

あらかじめ，本体と同じ規

格番号・西暦年などの情報

が入っています。 

 

 

 

3) [文章への反映]ボタンを

押すと，索引のひな形が挿

入されたファイルが作成さ

れます。 
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b) 索引の変更  

1) 書誌情報を修正する索引

ファイルを開き，[その他]

→[文書構成]→[索引変更]

を選択します。 

 

 

 

 

2) 「索引変更」のダイアロ

グが表示されますので，番

号・西暦年・規格名称（日

本語）・一致の対応国際規格

などを変更します。 

 

3) [文章の変更]ボタンを押

します。 

 

 

 

 

 

4) ヘッダ・フッタが，自動

的に修正されます。 
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※該当規格が，IDT→MOD へ

変更になり，ヘッダにある

一致の国際規格番号を削除

したい場合は，2) のダイア

ログで，一致の国際規格の

枠の中の「削除」にチェッ

クをいれます。 
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14 ページ番号をふりなおす方法 

ページは通常，自動でふられます。しかし，横ページを挿入する等でセクション区切りを文書中に

使用するとページ番号が連番にならないといった問題が生じる場合があります。 

そのような場合は，「セクション番号・ページ番号の再設定」機能を用いて，ページ番号をふり直し

てください。また，横ページのページ番号位置も設定変更することができます。 

 

セクション番号＆ページ番号

の再設定方法 

 

1) [ファイルメニュー]→[編

集オプション（JDT）]→[セ

クション番号＆ページ番号

再設定]を選択してくださ

い。 

 

 

 

 

2) 処理起動確認のメッセー

ジが表示されますので，[は

い]を選択してください。 

 

※ ページ数により，処理に

時間がかかることがありま

す。処理終了のダイアログ

が出るまでは処理中です。 

 

3) 処理終了のメッセージが

表示されましたら，[OK]を

選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

15 その他注意事項 

◆テンプレートで作成した原案の修正 

JDT で作成されたファイルは，ダブルクリックで開いた場合，通常の Word から[ファイルメニュー]

→[開く]で開いた場合と同じ状態で開かれます。このとき，JDT のツールバーが表示され，一見，JDT

の機能が使用できるかのように見えますが，この状態では JDT の機能は使用できません。JDT で作成

したファイルは，JDT を起動させてから[ファイルメニュー]→[開く]で開いて編集するように，お願い

します。 

注記 単純に文言の一部を修正するなどの場合は，通常の Word 上から修正されても，差し支えあ

りません。 

◆CD 又は DVD にてデータのやり取りをする時  

CD 又は DVD にてデータのやり取りをする際，ファイルの属性が読み取り専用となっています。

JDT2023 上で読み取り専用属性のファイルを開くと，正常動作しない可能性がありますので，ファイ

ル上で右クリック→プロパティを表示し，読み取り専用のチェックを外してから，JDT2023 上で開い

てください。 

 

◆項番について 

JDT2023 では自動項番はされません。代わりに，Word の箇条機能を用いての項番の自動発生は可能

です。この場合，箇条・細別のスタイルが正しく設定できませんので，Word の箇条機能を用いた場合，

全ての作業が終了した後，[ファイルメニュー]→[オプション(JDT)]→[自動項番のテキスト化]を行う必

要があります。事後，項番の自動発生はできなくなりますので，ご注意ください。 



 

 

◆JDT データ以外からのコピー 

a) 文章の貼り込み 

JDT で作成中の文章に，通常の Word で作成した文章，旧テンプレートなど，JDT で作成したの

ではない文章から“コピー”して“貼り付け”を行う場合，必ず単に貼り付けるのではなく“形式

を選択して貼り付け”を選択し，“テキスト形式”で貼り付けるようにしてください。スタイル設定

の違いから，不具合の原因となる可能性があります。 

b) 図の貼り込み 

他のアプリケーションで作成された図を JDT に貼り込む場合には，図を作成したアプリケーショ

ン側で，白黒 2 値（モノクロ 1 ビット）の TIFF 形式（CCITT Group4 圧縮形式を推奨。）で保存し，

JDT 側で図の貼り込み機能で取り込みます。この方式が取れない場合は，“コピー”し，“形式を選

択して貼り付け”を選択し，“図”形式で貼り付けるようにしてください。 

注記 JPEG 形式は使用しないでください。カラーの図を採用しなければならない場合は LZW 圧縮形

式を推奨します。 

c) 表の貼り込み 

Excel で作成した表を JDT に使用する場合，Word の表形式に変換し，作成し直してください。表

が複雑で，Word での作成が困難な場合は，“コピー”し，“形式を選択して貼り付け”を選択し，“図”

形式で貼り付けるようにしてください。 

◆記号について 

α・β等のギリシャ文字は，正しく印刷されない可能性がありますので，「記号と特殊文字」を使わ

ずに，「あるふぁ」「べーた」と入力し，変換して出てくるものを使用してください。 

◆数式・化学式について 

文中に行間が開きすぎてしまうような，数式，化学式を入力しないでください。 

◆既知の制限事項 

a) 文中に出てくる注記・注・例の文字は自動発生しません。手動で入力してください。 

b) 解説・索引は本体と別のドキュメントとして作成されますので，ページが本体と解説では自動で連

番になりません。 

c) 本体が開いた状態で解説・索引・表紙を作成した場合のみ，規格番号・西暦年等の情報が自動で反

映されます。単独で作成した場合は，入力が必要です。 

d) また，本体の規格番号・西暦年などの変更は解説・索引・表紙には反映されません。[文書構成]→[解

説（索引）変更]から別個に修正してください。 



 

 

◆互換モードについて 

数式を編集するための数式エディター(3.0)がセキュリティの脆弱性の問題が確認された事より，

JDT2023 では数式エディター(3.0)の利用を中止し，Office2007 以降に組み込まれている新しい数式エ

ディターを利用するように機能を改修しています。 

この新しい数式エディターは，Word97-2003 文書との[互換モード]の状態で利用する事ができない為，

既存文書を開いた際に Word97-2003 文書との[互換モード]を保たれている文書かを確認し，数式を編

集する必要がある場合は，この[互換モード]を解除し編集する旨のメッセージを表示しています。 

※互換モードを解除する事で文書のレイアウトが崩れる事もあり，JDT2023 では自動的に[互換モー

ド]を解除する機能は組み込んでおりません。 

[互換モード]を解除する方法はリファレンスマニュアルの『第 9 章 [互換モード]の解除方法』を参

照し操作してください。 

◆画像（イメージ）の解像度について 

新の文書形式「Word 文書（*.docx）」では，文書のファイルサイズを大きくしない様にイメージを

圧縮する設定が Word のオプション画面に存在しています。 

このオプションの設定により自動的に画像（イメージ）が圧縮され画質が悪くなります。 

画像（イメージ）を圧縮しない様に設定する方法としては，JIS Draft Template 2023 操作マニュアル

（基本編）『第 5 章 注意・その他』-『4 文書ファイル内のイメージ（図）の圧縮について』を参照し

てください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜問い合わせ先＞ 

 一般財団法人 日本規格協会 JDT ヘルプデスク 

 Email jdt@jsa.or.jp 


